
修学旅行に向けて 

サイドブック学習開始 

部活動・生徒会活動など２年生

が学校の中心となり活動をして

いく２学期。学校を支える立派

な幹を育てよう。 
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 修学旅行に向け、実行委員会が発足しました。第１回の実行委員会では、実行委員長と実

行委員の各役割を確認しました。実行委員長は、 

 「２年３組 阿部 さん」 です。 

 竜杜さんを中心に、実行委員が修学旅行をより良いものにするた

めに力を尽くしていきます。みなさんも、実行委員の呼び掛けに答

え、全員の力で修学旅行が良いものになるように、協力していって

ください。 

 

「実行委員の抱負」 

修学旅行実行委員長として、み

んなが楽しかったと思えるよう

に、どのような修学旅行にして

いきたいか、しっかりと考えて

いきたいです。   阿部 

僕は、この修学旅行をみんな

が楽しく、そして安全に学習

を深めることができるよう

にするために、考えて行動し

ていきたいです。 飯沼 

修学旅行実行委員を

やる中で、責任を持っ

て楽しい修学旅行に

していきます。 

竹内 

コロナで制限が多い修学旅行に

なると思うけど、全員が行って

良かったと思えるようにがんば

ります。      今村 

より良い修学旅行にするた

めに、学びを深められるよう

なルールを設定していきた

いです。    妹尾 

みんなが楽しめる修

学旅行にしたいです。 

 

守屋 

みんなが楽しく、快適に、そ

して楽しいだけでなくきち

んと学ぶことのできる修学

旅行にしたいと思います。 

村松 

修学旅行実行委員として、み

んなが良い修学旅行だった

と言えるような修学旅行に

したいです。 

梶野 

みんなが学習や観光などの

様々な場面で一生の思い出

になるように運営をがんば

っていきたいです。 

本多 

 

 

 

 12 月から、サイドブック（自習室）の学習が始まっていきます。別に分けられた計画表を

もとに、曜日ごと決められた教科の提出をしていきます。来年度の受検に向け、家庭での学

習に前向きに取り組んでいってください。「学問に王道なし」という言葉があります。学問

には、これをやればできるようになるという方法があるわけではない、という意味の言葉で

す。学力を高めるには、毎日の積み重ねが何よりも大切になると、言い換えることができま

す。コツコツ取り組み、力をつけていってください。 



サイドブック学習について 

 

１ 目  的  来年度の高校入試に向け、１年生からの復習をし、学力の向上を図る。 

 

２ 開始時期  12/6 頃から開始予定。12/1(水)にガイダンスを行います。 

 

【自習室の使い方】 

 毎日、計画に書いてあるものをその日の朝の会前に提出する。 

月曜：数学  火曜：理科  水曜：国語  木曜：社会  金曜：英語  

※祝日の場合は、翌日に２教科をまとめて提出する。 

 「アプローチ」「チャレンジＡ」は必ずやる。「チャレンジＢ」はやらなくてもよい

が、普通科高校（袋井・掛西・磐南･･･）を目指す人はやった方がよい。 

 １周目の提出は、「新自習室 21 ノート」に書き込み、提出。２周目の提出は、「自習

室のテキスト」に書き込み、提出。 

３周目をやりたい人は受検勉強用ノートをつくり、２周目を受検勉強用ノートにや

って提出してもよい。 

 

〔効果的な使い方：自分だけの自習室をつくる！〕 

 問題を解き終わった後に、わからなかったところ・間違えたところが一目でわかる

ように問題文と解答欄に☆を書く。このとき、模範解答をよく読んでおくことは大

切だが、解答欄に答えを書き写す必要はない。 

翌週になり、次の単元をやる際は、次の単元にプラスして、先週、解くことができ

なかった☆マークのついたところをもう１度解いてみる。それでも解けなかったら、

問題文、解答欄にもう一つ☆を付け加え、また次の週に同様にやってみる。それで

もわからない場合は、答えを写す。 

 

毎日計画的に取り組めば、必ず力がつく。自分の弱さ・甘さに負けずに取り組もう！！ 

 


